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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰネットワーク上に設けられた複数のストリームサーバのうち第１のストリームサー
バから配信されている第１のチャンネルのテレビジョン信号のストリームデータ、又は、
第２のストリームサーバから配信されている第２のチャンネルのテレビジョン信号のスト
リームデータを受信する受信手段と、
　上記受信手段によって受信された上記第１又は第２のチャンネルのストリームデータを
再生する再生手段と、
　上記第１及び第２のチャンネルに関する情報として、上記第１及び第２のストリームサ
ーバをそれぞれ指定するＵＲＬ情報と、上記第１のチャンネルのストリームデータ及び第
２のチャンネルのストリームデータの上記再生手段による再生位置に関する情報として、
上記第１及び第２のチャンネルの再生位置に関する情報とを記憶する記憶手段と、
　上記第１のチャンネルのテレビジョン信号の視聴中になされるユーザのチャンネル選択
要求に応答して、上記受信手段によって受信されるストリームデータを上記第１のチャン
ネルから上記第２のチャンネルに切り換える場合には、上記記憶手段に記憶されている第
２のストリームサーバのＵＲＬ情報に基づいて、上記受信手段に接続されているストリー
ムサーバを、上記第１のストリームサーバから上記第２のストリームサーバに切り換える
切り換え手段と、
　上記切り換え手段によってチャンネルが切り換えられたときに、上記記憶手段によって
記憶されている上記第２のチャンネルの再生位置に関する情報に基づいて、上記第２のチ
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ャンネルのストリームデータの再生に関する要求を、上記切り換えられた第２のストリー
ムサーバに供給する供給手段と
を備える受信装置。
【請求項２】
　上記供給手段は、
　上記切り換え手段により上記第１のストリームデータを送信する第１のストリームサー
バを上記第２のストリームデータを送信する第２のストリームサーバに切り換えたときに
、上記記憶手段によって記憶されている上記第２のストリームデータを送信する第２のス
トリームサーバのＵＲＬ情報のうち、最も新しく記憶された情報を最初に読み出す請求項
１に記載の受信装置。
【請求項３】
　上記供給手段は、
　上記切り換え手段により上記第１のストリームデータを送信する第１のストリームサー
バを上記第２のストリームデータを送信する第２のストリームサーバに切り換えたときに
、上記記憶手段によって記憶されている上記第２のストリームデータを送信する第２のス
トリームサーバのＵＲＬ情報のうち、最も古くに記憶された情報を最初に読み出す請求項
１に記載の受信装置。
【請求項４】
　上記ストリームデータ毎にＵＲＬ情報が付されており、
　上記記憶手段は、
上記ストリームデータ毎に付されたＵＲＬ情報を記憶する請求項１に記載の受信装置。
【請求項５】
　上記切り換え手段は、
　ユーザからの連続する押下操作を受けて上記ストリームデータを送信する上記ストリー
ムデータサーバを切り換える請求項１に記載の受信装置。
【請求項６】
　ＩＰネットワーク上に設けられた複数のストリームサーバのうち第１のストリームサー
バから配信されている第１のチャンネルのテレビジョン信号のストリームデータ、又は、
第２のストリームサーバから配信されている第２のチャンネルのテレビジョン信号のスト
リームデータを受信する受信ステップと、
　上記受信ステップよって受信された上記第１又は第２のチャンネルのストリームデータ
を再生する再生ステップと、
　上記第１及び第２のチャンネルに関する情報として、上記第１及び第２のストリームサ
ーバをそれぞれ指定するＵＲＬ情報と、上記第１のチャンネルのストリームデータ及び第
２のチャンネルのストリームデータの上記再生ステップによる再生位置に関する情報とし
て、上記第１及び第２のチャンネルの再生位置に関する情報とを記憶する記憶ステップと
、
　上記第１のチャンネルのテレビジョン信号の視聴中になされるユーザのチャンネル選択
要求に応答して、上記受信ステップによって受信されるストリームデータを上記第１のチ
ャンネルから上記第２のチャンネルに切り換える場合には、上記記憶ステップにより記憶
されている第２のストリームサーバのＵＲＬ情報に基づいて、上記受信ステップにより接
続されているストリームサーバを、上記第１のストリームサーバから上記第２のストリー
ムサーバに切り換える切り換えステップと、
　上記切り換えステップによってチャンネルが切り換えられたときに、上記記憶ステップ
によって記憶されている上記第２のチャンネルの再生位置に関する情報に基づいて、上記
第２のチャンネルのストリームデータの再生に関する要求を、上記切り換えられた第２の
ストリームサーバに供給する供給ステップと
を含む受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は、テレビジョン放送とストリームデータとを切り換えて受信する際に用いて
好適な受信装置および受信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年では、衛星を利用したディジタルテレビジョン（以下、ＤＴＶと略称する）放送の
開始および地上波ディジタルテレビジョン放送の準備が進むのに伴い、ディジタル信号で
受信されたテレビジョン放送を映出するようにされたＤＴＶ受像機が普及してきている。
ＤＴＶ受像機では、従来からの地上波アナログテレビジョン放送も受信可能とされている
のが一般的である。
【０００３】
　一方、インターネットにおいて高速通信が可能とされるなどネットワーク環境が整備さ
れるのに伴い、映像などのストリームデータをネットワークを介して配信するサービスが
提案されている。ストリームデータは、例えばネットワーク上のコンテンツサーバに格納
される。ＤＴＶ受像機とコンテンツサーバは、ネットワークを介して双方向に接続され、
ＤＴＶ受像機側からコンテンツサーバに対して所望の映像の配信を要求すると、コンテン
ツサーバでは、格納されたストリームデータの中から要求された映像のストリームデータ
を選択して再生し、要求のあったＤＴＶ受像機に対して、ネットワークを介して送信配信
する。送信されたストリームデータは、ＤＴＶ受像機により受信され映出される。
【０００４】
　また、近年のテレビジョン受像機は、複数の入力を持ち、ＶＴＲ(Video Tape Recorder
)などさらに他の信号を入力することができるようにされているものが多い。ユーザは、
１台のＤＴＶ受像機で、ディジタルまたはアナログテレビジョン放送、ストリーム配信さ
れた映像、ＶＴＲから出力されたビデオ信号などを切り換えて、それぞれ楽しむことがで
きる。
【０００５】
　特許文献１には、ＥＰＧ(Electric Program Guide)データを用いてインターネット上の
ディジタルコンテンツやディジタルテレビジョン放送番組を検索可能とし、検索結果に基
づきこれらのコンテンツを切り換えて視聴できるようにした技術が記載されている。
【特許文献１】特開２０００－２５３３６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　テレビジョン放送を受信する機能と、上述のような、ネットワークを介して送信される
ストリームデータを受信する機能とを共に有するテレビジョン受像機においては、ストリ
ームデータを受信中でも、入力をテレビジョン放送など他の入力に切り換えることができ
る。ところが、ストリームデータを受信して映出中に、入力をテレビジョン放送など別の
入力に切り換えた場合、コンテンツサーバにおいてストリームデータが再生されたままに
なっていると、他の入力によるコンテンツを視聴中にもストリームデータの再生が進んで
しまいうことになる。そのため、別の入力から再度、ストリームデータの入力に切り換え
て別の入力に切り換える直前からの続きを視聴しようとした場合に、ストリームデータの
再生位置を戻す必要がある。
【０００７】
　このように、テレビジョン放送を受信する機能と、ネットワークを介して送信されるス
トリームデータを受信する機能とを共に有するテレビジョン受像機においては、ストリー
ムデータの再生が以前の再生位置に戻った位置から自動的に再開されるような機能が求め
られていた。
【０００８】
　一方、図１０に一例が示されるように、衛星１１０を介して放送されアンテナ１０２で
受信されたＤＴＶ放送によるディジタル映像データを、ＤＴＶを受信可能な受信機１００
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に内蔵されたハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１０１に一時的に記憶させるようにした
ＤＴＶ受像システムが提案されている。ＨＤＤ１０１に記憶されたディジタル映像データ
は、信号処理部１０３により所定に信号処理を施され、受像機１２０により映出可能な信
号とされて受像機１２０に供給される。この構成によれば、アンテナ１０２によりあるチ
ャンネルで受信されているディジタル映像データを、ＨＤＤ１０１に継続的に記憶してお
くことができる。
【０００９】
　このシステムにおいて、例えばあるチャンネルで放送されていた番組に挿入されるコマ
ーシャルなどの情報や、ＤＴＶ放送において映像データと重畳されて放送されるデータ放
送による情報を詳細に見るために表示を一時的にポーズ状態とし、受信されているテレビ
ジョン放送による映像データをＨＤＤ１０１に記憶させる。以降、ＨＤＤ１０１への映像
データの記憶を継続的に行うことで、表示のポーズ状態を解除した際に、ポーズ状態を設
定した時点からのデータを順次、ＨＤＤ１０１から読み出せば、ポーズ状態の前後で再生
される映像の連続性を保つことができる。
【００１０】
　この構成に対してネットワークを介して送信されるストリームデータを受信可能とする
構成を追加することが考えられる。ストリームデータを受信中に他の入力に切り換えたと
きから継続的に、受信されているストリームデータをＨＤＤ１０１に記憶しておく。他の
入力からストリームデータに入力を戻したときに、ＨＤＤ１０１に記憶されたストリーム
データを、入力が切り換えられた時点のデータから順次、読み出していくことで、入力が
切りかわる直前の位置からの、ストリームデータの再生の再開を実現することができる。
【００１１】
　しかしながら、この図１０の構成では、テレビジョン受像機にＨＤＤ１０１が内蔵され
るために、その分コストが嵩んでしまうという問題点があった。また、ＨＤＤ１０１に対
して映像データを記憶しながら再生するために、機器への負担が大きいという問題点があ
った。さらに、ＨＤＤ１０１の記憶容量の関係で、受信したストリームデータを全部記憶
できない可能性もあり、この場合には、再生が途中で終了してしまうおそれがあるという
問題点があった。
【００１２】
　さらにまた、ＨＤＤ１０１は、機構部分を含むため、破損の危険性があり、この場合、
ネットワークを介して送信されＨＤＤ１０１に記憶されたストリームデータが失われてし
まうことになるという問題点があった。ネットワークを介して送信されるストリームデー
タは、課金されることが想定されるため、このＨＤＤ１０１の破損によるデータ損失は、
深刻な問題となり得る。
【００１３】
　したがって、この発明の目的は、ストリームデータを視聴中に他の入力に切り換え、再
度入力をストリームデータに戻したときに、他の入力に切り換える直前の位置からのスト
リームデータの再生を、受信側にストリームデータの蓄積手段を持たずに可能とするよう
な受信装置および受信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この発明は、上述した課題を解決するために、ＩＰネットワーク上に設けられた複数の
ストリームサーバのうち第１のストリームサーバから配信されている第１のチャンネルの
テレビジョン信号のストリームデータ、又は、第２のストリームサーバから配信されてい
る第２のチャンネルのテレビジョン信号のストリームデータを受信する受信手段と、受信
手段によって受信された第１又は第２のチャンネルのストリームデータを再生する再生手
段と、第１及び第２のチャンネルに関する情報として、第１及び第２のストリームサーバ
をそれぞれ指定するＵＲＬ情報と、第１のチャンネルのストリームデータ及び第２のチャ
ンネルのストリームデータの再生手段による再生位置に関する情報として、第１及び第２
のチャンネルの再生位置に関する情報とを記憶する記憶手段と、第１のチャンネルのテレ
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ビジョン信号の視聴中になされるユーザのチャンネル選択要求に応答して、受信手段によ
って受信されるストリームデータを第１のチャンネルから第２のチャンネルに切り換える
場合には、記憶手段に記憶されている第２のストリームサーバのＵＲＬ情報に基づいて、
受信手段に接続されているストリームサーバを、第１のストリームサーバから第２のスト
リームサーバに切り換える切り換え手段と、切り換え手段によってチャンネルが切り換え
られたときに、記憶手段によって記憶されている第２のチャンネルの再生位置に関する情
報に基づいて、第２のチャンネルのストリームデータの再生に関する要求を、切り換えら
れた第２のストリームサーバに供給する供給手段とを備える受信装置である。
【００１５】
　また、この発明は、ＩＰネットワーク上に設けられた複数のストリームサーバのうち第
１のストリームサーバから配信されている第１のチャンネルのテレビジョン信号のストリ
ームデータ、又は、第２のストリームサーバから配信されている第２のチャンネルのテレ
ビジョン信号のストリームデータを受信する受信ステップと、受信ステップよって受信さ
れた第１又は第２のチャンネルのストリームデータを再生する再生ステップと、第１及び
第２のチャンネルに関する情報として、第１及び第２のストリームサーバをそれぞれ指定
するＵＲＬ情報と、第１のチャンネルのストリームデータ及び第２のチャンネルのストリ
ームデータの再生ステップによる再生位置に関する情報として、第１及び第２のチャンネ
ルの再生位置に関する情報とを記憶する記憶ステップと、第１のチャンネルのテレビジョ
ン信号の視聴中になされるユーザのチャンネル選択要求に応答して、受信ステップによっ
て受信されるストリームデータを第１のチャンネルから第２のチャンネルに切り換える場
合には、記憶ステップにより記憶されている第２のストリームサーバのＵＲＬ情報に基づ
いて、受信ステップにより接続されているストリームサーバを、第１のストリームサーバ
から第２のストリームサーバに切り換える切り換えステップと、切り換えステップによっ
てチャンネルが切り換えられたときに、記憶ステップによって記憶されている第２のチャ
ンネルの再生位置に関する情報に基づいて、第２のチャンネルのストリームデータの再生
に関する要求を、切り換えられた第２のストリームサーバに供給する供給ステップと
を含む受信方法である。
【００１７】
　上述したように、この発明では、ＩＰネットワーク上に設けられた複数のストリームサ
ーバのうち第１のストリームサーバから配信されている第１のチャンネルのテレビジョン
信号のストリームデータ、又は、第２のストリームサーバから配信されている第２のチャ
ンネルのテレビジョン信号のストリームデータを受信し、受信された第１又は第２のチャ
ンネルのストリームデータを再生するようにされ、第１及び第２のチャンネルに関する情
報として、第１及び第２のストリームサーバをそれぞれ指定するＵＲＬ情報と、第１のチ
ャンネルのストリームデータ及び第２のチャンネルのストリームデータの再生位置に関す
る情報として、第１及び第２のチャンネルの再生位置に関する情報とを記憶し、ユーザの
チャンネル選択要求に応答して、受信されるストリームデータを第１のチャンネルから第
２のチャンネルに切り換える場合には、記憶されている第２のストリームサーバのＵＲＬ
情報に基づいて、接続されているストリームサーバを、第１のストリームサーバから第２
のストリームサーバに切り換え、チャンネルが切り換えられたときに、記憶されている第
２のチャンネルの再生位置に関する情報に基づいて、第２のチャンネルのストリームデー
タの再生に関する要求を、切り換えられた第２のストリームサーバに供給するようにして
いるため、受信されるストリームデータを第１のチャンネルから第２のチャンネルに切り
換えた際に、記憶される第２のストリームサーバのＵＲＬ情報に基づき、接続されるスト
リームサーバが第１のストリームサーバから第２のストリームサーバに切り換えられると
共に、記憶されている第２のチャンネルの再生位置に関する情報に基づき、第２のチャン
ネルにおける前回停止位置からの再生再開が可能となる。
【発明の効果】
【００１８】
　この発明は、上述したように、ＩＰネットワーク上に設けられた複数のストリームサー
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バのうち第１のストリームサーバから配信されている第１のチャンネルのテレビジョン信
号のストリームデータ、又は、第２のストリームサーバから配信されている第２のチャン
ネルのテレビジョン信号のストリームデータを受信し、受信された第１又は第２のチャン
ネルのストリームデータを再生するようにされ、第１及び第２のチャンネルに関する情報
として、第１及び第２のストリームサーバをそれぞれ指定するＵＲＬ情報と、第１のチャ
ンネルのストリームデータ及び第２のチャンネルのストリームデータの再生位置に関する
情報として、第１及び第２のチャンネルの再生位置に関する情報とを記憶し、ユーザのチ
ャンネル選択要求に応答して、受信されるストリームデータを第１のチャンネルから第２
のチャンネルに切り換える場合には、記憶されている第２のストリームサーバのＵＲＬ情
報に基づいて、接続されているストリームサーバを、第１のストリームサーバから第２の
ストリームサーバに切り換え、チャンネルが切り換えられたときに、記憶されている第２
のチャンネルの再生位置に関する情報に基づいて、第２のチャンネルのストリームデータ
の再生に関する要求を、切り換えられた第２のストリームサーバに供給するようにしてい
るため、受信されるストリームデータを第１のチャンネルから第２のチャンネルに切り換
えた際に、記憶される第２のストリームサーバのＵＲＬ情報に基づき、接続されるストリ
ームサーバが第１のストリームサーバから第２のストリームサーバに切り換えられると共
に、記憶されている第２のチャンネルの再生位置に関する情報に基づき、第２のチャンネ
ルにおける前回停止位置からの再生再開が可能となる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、この発明の実施の第１の形態を、図面を参照しながら説明する。図１は、この発
明の実施の一形態によるストリーム配信システムの一例の構成を概略的に示す。例えば衛
星１３を介して放送されるディジタルテレビジョン（ＤＴＶ）放送電波がアンテナ２によ
り受信され、図示されない受信処理部によりストリームデータとされて受信機１の信号処
理部３に供給される。信号処理部３では、供給されたストリームデータに対して所定の処
理を施し、受像機４に供給する。受像機４は、供給された信号に基づく映像を映出する。
【００２０】
　映像サーバ１０は、例えばインターネット映像配信会社により管理され、映像データ蓄
積手段としてのハードディスクドライブ１１に蓄積された映像データを再生し、ストリー
ムデータとして出力する。出力されたストリームデータは、インターネット１２を介して
送信され、例えば受信機１により受信される。受信機１では、受信されたストリームデー
タに対して信号処理部３で所定の処理を施し、受像機４に供給する。受像機４は、供給さ
れた信号に基づく映像を映出する。
【００２１】
　なお、以下では、映像サーバ１０において、蓄積された映像データをストリームデータ
として出力するために再生することを、適宜、「映像ストリームデータを再生する」など
と表現する。
【００２２】
　受信機１は、映像サーバ１０とインターネット１２を介して双方向に通信が可能とされ
る。受像機１は、アンテナ２で受信された信号に基づくストリームデータと、インターネ
ット１２を介して送信されたストリームデータとを、例えばユーザの受信機１に対する操
作に応じて切り換えて、信号処理部３に入力させることができる。
【００２３】
　この発明の実施の第１の形態では、映像サーバ１０から送信されたストリームデータに
基づく映像を受像機４でユーザが視聴中に、ユーザの操作により、信号処理部３への入力
が映像サーバ１０から送信されたストリームデータから他の入力への切り換えが指示され
たら、そのときのストリームデータの時間的な再生位置を記憶すると共に、受信機１から
映像サーバ１０に対して、映像ストリームデータ再生の一時停止を要求する。そして、信
号処理部３への入力が他の入力から映像サーバ１０から送信されたストリームデータへと
戻されたら、受信機１で記憶された、信号処理部３への入力が他の入力へと切り換える直
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前の再生位置からの映像ストリームデータの再生を、受信機１から映像サーバ１０へと要
求する。
【００２４】
　このように構成されたこの発明の実施の第１の形態によるストリーム配信システムによ
れば、受信機１にハードディスクドライブなどのストリームデータの蓄積手段を持たなく
ても、ユーザは、受信機１への入力を映像サーバ１０から送信されたストリームデータか
ら他の入力に切り換え、他の入力から再び映像サーバ１０から送信されたストリームデー
タへと戻したときに、映像サーバ１０から送信されるストリームデータによる映像を、他
の入力に切り換えられる直前の再生位置の続きの位置から視聴することができる。
【００２５】
　図２は、この発明の実施の第１の形態によるＤＴＶ受像機２０の一例の構成を示す。Ｄ
ＴＶ受像機２０は、図１で説明した受信機１および受像機４を同一の筐体に含む構造とさ
れている。ＤＴＶ受像機２０は、ＢＳ／ＣＳディジタルチューナ３０およびアナログチュ
ーナ３１を有し、図示されないアンテナにより受信されたＢＳ(Broadcasting Satellite)
放送、ＣＳ(Communication Satellite)放送といったＤＴＶ放送や、地上波を用いたアナ
ログテレビジョン放送を受信することができる。
【００２６】
　ＢＳ／ＣＳディジタルチューナ３０は、ＡＶスイッチ２４から供給される選局指示信号
に基づき、ＢＳ放送およびＣＳ放送から選択されたチャンネルの放送を受信し、受信され
た放送に基づく映像および音声信号を出力する。ＢＳ／ＣＳチューナ３０から出力された
映像および音声信号は、ＡＶ(Audio Video)スイッチ２４に入力される。
【００２７】
　同様に、アナログチューナ３１は、ＡＶスイッチ２４から供給される選局指示信号に基
づき、アナログテレビジョン放送から選択されたチャンネルの放送を受信し、受信された
放送に基づく映像および音声信号を出力する。アナログチューナ３１から出力された映像
および音声信号は、ＡＶスイッチ２４に供給される。
【００２８】
　ＤＴＶ受像機２０は、さらに、外部の映像および音声信号を入力可能な外部入力端子（
図示しない）を有する。外部入力端子に接続された例えばＶＴＲ(Video Tape Recorder)
から出力された映像および音声信号は、ＡＶスイッチ２４に入力される。さらにまた、Ａ
Ｖスイッチ２４に対して、後述するストリームデコーダ２６から出力される映像および音
声信号が供給される。
【００２９】
　なお、ＡＶスイッチ２４は、例えば内部にＡ／Ｄ変換器を持たせることで、アナログ／
ディジタルの両方の映像および音声信号の入力に対応することができる。また、外部入力
端子は、さらに多数を設けることができる。また、以下では、映像および音声信号につい
て、映像信号の処理を中心に説明し、音声信号の記述は省略する。
【００３０】
　ＡＶスイッチ２４は、選局制御マイコン２３から供給される選局制御信号に基づき、Ｂ
Ｓ／ＣＳチューナ３０、アナログチューナ３１、外部入力端子およびストリームデコーダ
２６のうち１の入力を選択する。それと共に、ＢＳ／ＣＳチューナ３０またはアナログチ
ューナ３１が選択されたときには、受信チャンネルを指定する選局指示信号を、ＢＳ／Ｃ
Ｓチューナ３０およびアナログチューナ３１のうち選局制御信号に基づき選択された側に
対して供給する。
【００３１】
　ＢＳ／ＣＳチューナ３０、アナログチューナ３１および外部入力端子のうち、ＡＶスイ
ッチ２４により選択された映像信号がＡＶスイッチ２４から出力され、信号処理部２８に
供給される。信号処理部２８で所定の信号処理を施された映像信号は、ＣＲＴ(Cathode R
ay Tube)、ＬＣＤ(Liquid Crystal Display)、ＰＤＰ(Plasma Display Panel)などによる
表示部２９に供給され、映像信号に基づく映像が映出される。
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【００３２】
　選局制御マイコン２３は、例えばＣＰＵ(Central Processing Unit)からなり、ＲＯＭ(
Read Only Memory)やＲＡＭ(Random Access Memory)などを有し、ＲＯＭに予め記憶され
たプログラムに基づき、上述の選局制御を行うと共に、このＤＴＶ受像機２０全体を制御
する。また、選局制御マイコン２３は、後述するストリームプレーヤ２５に対して、スト
リームデータの再生制御を指示するための制御信号を与える。ＲＡＭは、ＣＰＵのワーク
メモリとして用いられる。さらに、選局制御マイコン２３に対して、メモリ３２が接続さ
れる。
【００３３】
　リモートコントロールコマンダ２１（以下、リモコン２１と略称する）は、例えば赤外
線信号を用いてＤＴＶ受像機２０を遠隔操作するためのもので、チャンネル設定キー、入
力切換キー、音量設定キー、電源ＯＮ／ＯＦＦキー、受信チャンネルを１ずつ上下する（
＋－）キーなど、ＤＴＶ受像機２０を操作するために必要な各種の操作手段が設けられる
。リモコン２１は、ユーザによりキー操作がなされると、操作されたキーに応じた制御信
号を赤外線信号に変調して送信する。
【００３４】
　なお、ここでは、リモコン２１に設けられる操作手段がキーであるように説明したが、
これはこの例に限定されるものではない。例えば、上下左右の方向を指示することができ
る十字キーや、触れることで入力がなされるタッチパネルなどを操作手段として用いても
よい。回転することで入力値を設定するダイヤルや、回転操作と押下操作を組み合わせた
操作手段を用いてもよい。
【００３５】
　リモコン２１から送信された赤外線信号は、ＤＴＶ受像機２０のリモコン受信部２２に
受信され、赤外線信号が復調される。赤外線信号が復調された制御信号は、選局制御マイ
コン２３に供給される。選局制御マイコン２３は、この制御信号に基づき、例えば上述し
た選局制御信号を生成し、ＡＶスイッチ２４に対して出力する。
【００３６】
　送受信制御部２７は、インターネット１２と例えば通信速度が数Ｍｂｐｓ(Mega bit pe
r second)以上の通信回線により接続され、インターネット１２に対する通信の制御を行
う。映像サーバ１０と送受信制御部２７との間で、インターネット１２を介して例えばＴ
ＣＰ／ＩＰ(Transmission Control Protocol/Internet Protocol)といった所定のプロト
コルによるやり取りを行うことで、映像サーバ１０から送信されたストリームデータのＤ
ＴＶ受像機２０による受信や、ＤＴＶ受像機２０と映像サーバ１０との間でのコマンドや
データのやり取りが可能とされる。
【００３７】
　一方、映像サーバ１０は、図示されないデータ蓄積部に映像データが蓄積される。映像
データは、例えばＭＰＥＧ２(Moving Pictures Experts Group 2)方式で圧縮符号化され
る。映像サーバ１０では、例えばタイトルで指定された映像データをデータ蓄積部から読
み出して再生し、ストリームデータとして出力することができる。ストリームデータは、
例えば上述のＭＰＥＧ２により規定されるストリーム伝送方式に基づきインターネット１
２上に送信される。勿論、映像データの圧縮符号化方式や伝送方式は、ＭＰＥＧ２に限定
されるものではない。
【００３８】
　映像サーバ１０は、また、データ蓄積部に蓄積された映像データの再生制御を行う。例
えば、外部からの要求に基づき、映像データ（映像ストリームデータ）の再生、停止、早
送り再生、巻き戻し再生を行う。また映像サーバ１０は、時間的に指定された開始位置か
ら映像ストリームデータを再生することができるようにされている。例えば、外部から、
タイムコードなどの映像ストリームデータの先頭からの時間を示す時間情報を開始位置と
して与えることで、当該時間に対応した位置から映像ストリームデータを再生することが
できる。
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【００３９】
　なお、映像サーバ１０は、インターネット１２上の場所を示すＵＲＬ(Uniform Resourc
e Locator)が与えられており、インターネット１２を介してＵＲＬを与えることで、映像
サーバ１０にアクセスすることができるようにされている。これに限らず、映像サーバ１
０のデータ蓄積部に蓄積された映像データのそれぞれにＵＲＬを与えるようにしてもよい
。この場合、インターネット１２を介してＵＲＬを指定することで、当該ＵＲＬが与えら
れた映像ストリームデータの再生を行うようにできる。
【００４０】
　映像サーバ１０のデータ蓄積部から読み出され再生された映像ストリームデータは、イ
ンターネット１２上に送信される。このストリームデータは、送受信制御部２７に受信さ
れ、ストリームプレーヤ２５およびストリームデコーダ２６に供給される。
【００４１】
　ストリームデコーダ２６は、供給されたストリームデータを復号化してＡＶスイッチ２
４に供給する。また、ストリームプレーヤ２５は、選局制御マイコン２３からの制御信号
に基づきストリームデータの受信を制御する。例えば、ストリームプレーヤ２５は、選局
制御マイコン２３からの制御信号に従い、送受信制御部２７を介して映像サーバ１０に対
して映像データの配信要求を送信すると共に、ストリームデコーダ２６に対して、ストリ
ームデータの復号化開始を指示する。配信要求に従い映像サーバ１０で再生された映像ス
トリームデータがインターネット１２を介して送信され、送受信制御部２７に受信される
。受信されたストリームデータは、ストリームデコーダ２６に供給されて復号化され、映
像信号とされてＡＶスイッチ２４に入力される。
【００４２】
　このように構成されたこの発明の実施の第１の形態によるストリーム配信システムの動
作について、図３のフローチャートを用いて説明する。このフローチャートは、ユーザが
当初、ＤＴＶ受像機２０により、映像サーバ１０から送信されたストリームデータを受信
し、受信されたストリームデータによる映像を視聴しており、この視聴の途中で、入力を
他の入力（例えばアナログチューナ３１による映像信号）に切り換えてしばらく視聴し、
その後、再び入力を映像サーバ１０から送信されたストリームデータに戻して視聴する動
作を行う場合の例である。
【００４３】
　最初のステップＳ１０では、ユーザによりＤＴＶ受像機２０の入力として、ストリーム
デコーダ２６の出力が選択されており、ＤＴＶ受像機２０のディスプレイ２９には、映像
サーバ１０から送信されたストリームデータによる映像が映出されている。すなわち、映
像サーバ１０から送信されたストリームデータが送受信制御部２７により受信されてスト
リームデコーダ２６により復号化され、ＡＶスイッチ２４を介して信号処理部２８により
所定の処理を施されてディスプレイ２９に供給され、映出される。
【００４４】
　なお、映像サーバ１０は、例えばＤＴＶ受像機２０のインターネット１２上のアドレス
（インターネット１２の接続にＴＣＰ／ＩＰを用いている場合には、ＩＰ(Internet Prot
ocol)アドレスなど）に基づき、ストリームデータの送信を行う。ＤＴＶ受像機２０のア
ドレスは、例えば、ＤＴＶ受像機２０から映像サーバ１０に対して映像データの配信を要
求する際に、当該要求と共に映像サーバ１０に送信される。
【００４５】
　ＤＴＶ受像機２０において映像サーバ１０から送信されたストリームデータを受信中に
、ユーザにより例えばリモコン２１が操作され、入力を他の入力（ここでは、アナログチ
ューナ３１による入力とする）に切り換えるような指示が出される（ステップＳ１１）。
リモコン２１は、この指示に基づく制御信号を赤外線信号に変調して送信する。この赤外
線信号は、リモコン受光部２２に受信され、復調され元の制御信号とされて選局制御マイ
コン２３に供給される。選局制御マイコン２３は、この入力切換を指示する制御信号を解
釈し、切り換えできるか否かを判断する。切り換えることができると判断されると、ＡＶ



(10) JP 4735596 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

スイッチ２４に対して、入力をストリームデコーダ２６からアナログチューナ３１へと切
り換えるよう指示する選局制御信号が出力される。それと共に、ストリームプレーヤ２５
に対しても、入力が切り換えられたことが伝えられる（ステップＳ１２）。
【００４６】
　ＡＶスイッチ２４は、選局制御マイコン２３から受け取った入力切換を指示する選局制
御信号に従い、入力を切り換える。これにより、信号処理部２８に対してアナログチュー
ナ３１の出力が供給されるようになり、ディスプレイ２９に対して、アナログチューナ３
１の出力に基づく映像が表示される（ステップＳ１３）。
【００４７】
　一方、ストリームプレーヤ２５は、選局制御信号に従い、それまで受信していたストリ
ームデータの送信元の映像サーバ１０に対して、ストリームデータの一時停止を要求する
。また、ストリームプレーヤ２５は、ストリームデコーダ２６に対してストリームデータ
の復号処理を停止するように指示すると共に、ストリームデータにおける、一時停止する
時点を示す時間情報を取得する。時間情報は、ストリームデータの先頭からの時間を示す
情報であって、例えばストリームデータに埋め込まれたタイムコードを用いることができ
る。これに限らず、時間情報は、ＤＴＶ受像機２０において映像の先頭からの時間を計測
して取得することもできる。取得された時間情報は、ストリームデータの送信元の映像サ
ーバ１０のＵＲＬや配信された映像のタイトル情報などと共に、メモリ３２に記憶される
（ステップＳ１４）。
【００４８】
　図４は、ＤＴＶ受像機２０から映像サーバ１０に対してストリームの送信の一時停止を
要求する一例の処理を概略的に示すシーケンスチャートである。先ず、選局制御マイコン
２３からストリームプレーヤ２５に対してストリーム再生の一時停止要求が出される（Ｓ
ＥＱ１００）。この一時停止要求を受けたストリームプレーヤ２５は、現在ストリームデ
ータとして送信されている映像ストリームデータの再生を一時停止するような要求を、映
像サーバ１０に対して送信する（ＳＥＱ１０１）。映像サーバ１０は、この要求を受信す
ると、ＤＴＶ受像機２０に対するストリームデータの送信を停止する処理を行う。
【００４９】
　ＤＴＶ受像機２０の入力がアナログチューナ３１に切り換えられてから暫くの間、ユー
ザによりアナログチューナ３１による映像が視聴される（ステップＳ１５）。
【００５０】
　その後、ユーザにより例えばリモコン２１が操作され、入力をアナログチューナ３１か
らストリームデコーダ２６へと切り換えるような指示が出される（ステップＳ１６）。こ
の指示に基づく制御信号が変調された赤外線信号がリモコン２１から送信され、リモコン
受信部２２に受信される。リモコン受信部２２は、受信された赤外線信号を元の制御信号
に復調して選局制御マイコン２３に供給する。選局制御マイコン２３は、この制御信号を
解釈し、入力切り換えができるか否かを判断する。切り換えることができると判断される
と、ＡＶスイッチ２４に対してアナログチューナ３１からストリームデコーダ２６への入
力切換を指示する選局制御信号を出力する。それと共に、ストリームプレーヤ２５に対し
ても、入力がアナログチューナ３１からストリームデコーダ２６へと切り換えられたこと
が伝えられる（ステップＳ１７）。
【００５１】
　ＡＶスイッチ２４は、入力切換を指示する選局制御信号を選局制御マイコン２３から受
け取ると、選局制御信号に従い入力を切り換える。これにより、信号処理部２８に対して
ストリームデコーダ２６の出力が供給されるようになり、ディスプレイ２９に対して、ス
トリームデコーダ２６の出力に基づく映像が表示できるようになる（ステップＳ１８）。
【００５２】
　一方、ストリームプレーヤ２５は、選局制御信号に従い、アナログチューナ３１に切り
換えられる直前まで視聴していた映像、すなわち、上述のステップＳ１０で受信していた
配信ストリームデータを再び受信できるように、当該配信ストリームデータの配信元（映
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像サーバ１０）に対して、ストリームデータの再生を開始するように要求する。なお、映
像サーバ１０のＵＲＬは、入力がストリームデコーダ２６からアナログチューナ３１へ切
り換えられ、映像サーバ１０に配信ストリームデータの一時停止を要求した際に、メモリ
３２に記憶されている。また、メモリ３２に記憶された、ストリームデータ上の一時停止
する時点を示す時間情報がストリーム再生開始要求と共に映像サーバ１０に送信される（
ステップＳ１９）。
【００５３】
　図５は、ＤＴＶ受像機２０から映像サーバ１０に対してストリーム配信の開始を要求す
る一例の処理を概略的に示すシーケンスチャートである。先ず、選局制御マイコン２３か
らストリームプレーヤ２５に対して、ストリームデータの再生開始要求が出される（ＳＥ
Ｑ２００）。この再生開始要求には、メモリ３２に記憶された、入力がアナログチューナ
３１に切り換えられる直前まで視聴していた映像の配信元の映像サーバ１０のＵＲＬと、
入力がアナログチューナ３１に切り換えられる時間に対応したストリームデータ上の時間
情報と、当該映像のタイトル情報とが付加されている。
【００５４】
　この再生開始要求を受けたストリームプレーヤ２５は、再生開始要求に付加されている
ＵＲＬ、時間情報および映像のタイトル情報に基づき、当該ＵＲＬで示される映像サーバ
１０に対して、対応する映像ストリームデータを当該時間情報から再生するような要求を
送信する（ＳＥＱ２０１）。映像サーバ１０は、この要求を受信すると、ＤＴＶ受像機２
０に対して、当該映像ストリームデータを当該時間情報により示される時間から再生して
送信する。このストリームデータは、インターネット１２を介してＤＴＶ受像機２０の送
受信制御部２７により受信され、ストリームデコーダ２６に供給される（ＳＥＱ２０２）
。
【００５５】
　ストリームデコーダ２６は、受信されたストリームデータを復号化して映像信号とし、
ＡＶスイッチ２４に入力する。ＡＶスイッチ２４は、上述のステップＳ１８においてアナ
ログチューナ３１からストリームデコーダ２６へと切り換えられているので、ストリーム
デコーダ２６から入力された映像信号は、信号処理部２８に供給されて所定の信号処理を
施され、ディスプレイ２９に供給され映出される。
【００５６】
　なお、上述では、ＵＲＬ、タイトル情報および時間情報が記憶されるメモリ３２が選局
制御マイコン２３に接続されるように説明したが、これはこの例に限定されない。メモリ
３２は、ストリームプレーヤ２５に接続されるようにしてもよい。この場合、選局制御マ
イコン２３からストリームプレーヤ２５に対して再生開始要求が供給されると、ストリー
ムプレーヤ２５によりメモリ３２に記憶されたＵＲＬ、タイトル情報および時間情報が読
み出され、再生開始要求に付加されてインターネット１２に対して送信される。
【００５７】
　次に、この発明の実施の第２の形態について図６を用いて説明する。この発明の実施の
第２の形態では、上述の実施の第１の形態におけるＤＴＶ受像機２０で、視聴した配信ス
トリームデータの履歴を保存し、後に、以前に視聴したストリームデータを以前の視聴の
際に一時停止した位置から再生できるようにしている。なお、図６において、上述した図
２と対応する部分は、同一の符号を付し詳細な説明を省略すると共に、この実施の第２の
形態に関連の深い部分だけを示し、他の構成を省略している。
【００５８】
　映像サーバ１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃおよび１０Ｄは、それぞれ異なるＵＲＬ（ＵＲＬ（
１）、ＵＲＬ（２）、ＵＲＬ（３）およびＵＲＬ（４））を有し、図示されないインター
ネットを介してＤＴＶ受像機２０に接続される。ＤＴＶ受像機２０は、ＵＲＬを指定する
ことで、これら映像サーバ１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃおよび１０Ｄに対してそれぞれ映像デ
ータの配信を要求し、この要求を受けた映像サーバ１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃおよび１０Ｄ
から送信されるストリームデータを受信し、受信されたストリームデータによる映像を視
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聴することができる。
【００５９】
　この実施の第２の形態では、ＤＴＶ受像機２０において、ストリームデータを受信し視
聴した履歴が履歴表５０として保存される。履歴表５０の保存先として、メモリ３２を用
いることができる。この場合、メモリ３２を例えばバッテリバックアップされた不揮発性
メモリとして、履歴表５０をＤＴＶ受像機２０の電源がＯＦＦの状態でも保持できるのが
好ましい。
【００６０】
　図７は、履歴表５０の一例の構成を示す。フィールド「ＵＲＬ」は、受信したストリー
ムデータの送信元である映像サーバのＵＲＬが記述される。ストリームデータとして配信
された映像データそのものにＵＲＬが付されている場合は、そのＵＲＬが記述される。フ
ィールド「タイトル」は、ストリームデータとして配信された映像データのタイトル情報
が記述される。このフィールド「タイトル」は、映像データのタイトル情報に限られず、
フィールド「ＵＲＬ」で示される映像サーバ内で映像データを特定できる情報であれば、
当該映像データのファイル名など、他の情報でもよい。フィールド「ＵＲＬ」が映像デー
タそのものを示す場合には、フィールド「タイトル」は、省略することができる。
【００６１】
　フィールド「ＴＣ」は、ストリームデータによる映像を視聴中に、上述の実施の第１の
形態で説明したようにして、他の入力に切り換えると共に映像サーバに対してストリーム
データとして配信されている映像ストリームデータの再生を一時停止するように要求した
際の、一時停止位置の時間情報が記述される。時間情報は、映像の先頭からの時間を示す
時間情報とされ、例えばストリームデータに埋め込まれたタイムコードを用いることがで
きる。これに限らず、時間情報は、ＤＴＶ受像機２０において映像の先頭からの時間を計
測して取得してもよい。
【００６２】
　図８を用いて、この発明の実施の第２の形態による、履歴表５０を用いた動作について
説明する。なお、図８において、上述した図２および図６と対応する部分は、同一の符号
を付し詳細な説明を省略すると共に、この実施の第２の形態に関連の深い部分だけを示し
、他の構成を省略している。
【００６３】
　履歴表５０は、ＤＴＶ受像機２０において過去に視聴されたストリームデータの送信元
である映像サーバのＵＲＬ（ＵＲＬ（１）、ＵＲＬ（２）、ＵＲＬ（３）およびＵＲＬ（
４））が、それぞれ視聴された映像データのタイトル情報と、ストリームデータにより配
信される映像ストリームデータの再生が一時停止された位置を示す時間情報（ＴＣ：タイ
ムコードとする）とに関連付けられてメモリ３２に保存されている。図８では、履歴表５
０におけるタイトル情報および時間情報は、省略されている。
【００６４】
　ＤＴＶ受像機２０で、例えば、ある映像サーバから配信される配信ストリームによる映
像を視聴中に、ユーザがリモコン２１に対して所定の操作を行うことで、過去に受信した
ことのあるストリームデータを、当該過去の受信時に再生を停止した位置から再生させる
ことができる。
【００６５】
　ある映像サーバから送信されるストリームデータを受信中に、ユーザにより、リモコン
２１に対して例えば（＋－）キーの操作などのチャンネルを変更するような操作がなされ
ると、この操作に応じて生成された制御信号が赤外線信号に変調されて送信される。この
赤外線信号は、図示されないリモコン受信部２２に受信され、元の制御信号に復調されて
選局制御マイコン２３に供給される。
【００６６】
　選局制御マイコン２３は、制御信号に基づき、メモリ３２に保存された履歴表５０から
ＵＲＬ、タイトル情報および時間情報を一組、読み出す。ここでは、ＵＲＬ（２）に関す
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る情報が読み出されるものとする。このとき、最も最近記憶された情報を最初に読み出し
てもよいし、最も古くに記憶された情報から読み出してもよい。履歴表５０中の所定位置
に記憶された情報を最初に読み出すようにもできる。
【００６７】
　選局制御マイコン２３は、履歴表５０から読み出された情報に基づき、ＵＲＬ（２）で
示される映像サーバ１０Ｂに対して、履歴表５０において当該ＵＲＬ（２）に対応するタ
イトルの映像を時間情報で示される時間から再生するように、再生開始要求を生成する。
生成された再生開始要求は、図５を用いて既に説明したように、ストリームプレーヤ２５
に供給され、ストリームプレーヤ２５から対応する映像サーバ１０Ｂに対して送信される
。
【００６８】
　映像サーバ１０Ｂは、この要求を受けて、対応する映像ストリームデータを再生し、イ
ンターネットを介してＤＴＶ受像機２０に対して送信する。映像サーバ１０Ｂから送信さ
れたストリームデータは、ＤＴＶ受像機２０に受信され、ストリームプレーヤ２５の制御
に従い図示されないストリームデコーダ２６により復号化され、ＡＶスイッチ２４を介し
て信号処理部２８に供給される。信号処理部２８において供給された映像信号に対して所
定の処理が施され、図示されないディスプレイ２９に供給されて映像が映出される。
【００６９】
　ここで、ユーザにより、リモコン２１を用いてチャンネルを変更するような操作がさら
になされた場合の動作について、図９を用いて説明する。当初、映像サーバ（１）から配
信されたストリームデータがＤＴＶ受像機２０に受信され、視聴されているものとする（
ＳＥＱ３００）。
【００７０】
　リモコン２１に対する操作に応じた制御信号に基づき、選局制御マイコン２３によりメ
モリ３２に保存された履歴表５０の例えば次のＵＲＬの組が読み出される。そして、読み
出されたＵＲＬの組の情報に基づき再生開始要求が生成され、ストリームプレーヤ２５に
供給される（ＳＥＱ３０１）。ストリームプレーヤ２５は、ストリームデコーダ２６に対
して、現在受信されているストリームデータの復号化の一時停止と、新たに受信されるス
トリームデータの復号化の指示を出す。
【００７１】
　また、ストリームプレーヤ２５は、現在受信されているデータストリームの送信元（図
９の例では、映像サーバ（１））にストリーム送信の一時停止を要求する（ＳＥＱ３０２
）と共に、選局制御マイコン２３から供給された再生開始要求を当該ＵＲＬに対応する映
像サーバ（図９の例では映像サーバ（２））に送信する（ＳＥＱ３０３）。
【００７２】
　なお、ＳＥＱ３０２により送信が一時停止されたストリームデータの情報、すなわち、
当該ストリームデータの送信元のＵＲＬ、映像タイトル情報および一時停止されたストリ
ーム上の時間を示す時間情報が履歴表５０に記述される。このとき、ＵＲＬ、タイトル情
報および時間情報を履歴表５０に対して新たに記述してもよいし、過去の対応する情報に
対して上書きしてもい。
【００７３】
　映像サーバ（１）では、送信されたストリーム送信の一時停止要求を受けて、ストリー
ム送信の停止処理を行う。また、映像サーバ（２）では、送信された再生開始要求を受け
て、再生開始要求に示される映像ストリームデータを、時間情報に示される位置から再生
して送信する（ＳＥＱ３０４）。このストリームデータは、ＤＴＶ受像機２０に受信され
、ストリームデコーダ２６で復号化され映像信号とされて、ＡＶスイッチ２４を介して信
号処理部２８に供給される。そして、信号処理部２８で所定の処理を施され、ディスプレ
イ２９に映出される。
【００７４】
　この発明の実施の第２の形態では、このように、映像サーバから送信されたストリーム
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データを受信中に、リモコン２１を用いてチャンネルを切り換える操作を行うと、履歴表
５０に記述された情報に基づき受信されるストリームデータを切り換えて、それぞれ前回
再生を停止した位置から再生を開始させて映出させることができる。
【００７５】
　リモコン２１の操作は、一例として、チャンネルを上げる操作（例えば「＋」キーの押
下）で一つ前のストリーム、チャンネルを下げる操作（例えば「－」キーの押下）で一つ
新しいストリームの再生開始指示とすることが考えられる。こうすることにより、複数の
配信ストリームデータを、恰も通常のテレビジョン放送のチャンネルを切り換えるような
感覚で切り換えて視聴することができる。
【００７６】
　なお、上述ではメモリ３２が選局制御マイコン２３に接続されるとして説明したが、こ
れはこの例に限定されない。実施の第１の形態でも説明したように、メモリ３２をストリ
ームプレーヤ２５に接続するようにしてもよい。
【００７７】
　また、上述では、配信ストリームデータを受信中にチャンネルを切り換える操作をした
ときに、履歴表５０に基づく選局がなされるように説明したが、これはこの例に限定され
ない。例えば、ＢＳ／ＣＳディジタルチューナ３０やアナログチューナ３１による映像を
視聴中に、リモコン２１の所定のキーを操作することで、履歴表５０に基づく選局を行う
ようにもできる。
【００７８】
　さらに、上述では、ストリームデータが映像サーバ１０からＤＴＶ受像機２０に対して
送信される経路と、ＤＴＶ受像機２０から映像サーバ１０に対して要求を送信する経路と
が共にインターネット１２であるように説明したが、これはこの例に限定しない。すなわ
ち、映像サーバ１０からＤＴＶ受像機２０へのストリームデータの送信と、ＤＴＶ受像機
２０から映像サーバ１０への要求の送信は、別の通信手段によって行ってもよい。例えば
、映像サーバ１０からＤＴＶ受像機２０へのストリームデータの送信を電波を用いて行い
、ＤＴＶ受像機２０から映像サーバ１０に対する要求の送信をインターネット１２などの
ネットワークを介して行うようにできる。
【００７９】
　さらにまた、上述では、ストリームデータの一時停止位置を示す時間情報をＤＴＶ受像
機２０が有するメモリ３２に記憶するように説明したが、これはこの例に限定されない。
すなわち、ストリームデータの一時停止位置を示す時間情報を、映像サーバ１０において
記憶するようにもできる。ＤＴＶ受像機２０から映像サーバ１０に対して送信されたスト
リームデータの一時停止要求が映像サーバ１０に受信されると、映像サーバ１０は、受信
された要求に従い映像ストリームデータの再生を停止する。この停止処理の際に、停止位
置に応じた映像ストリームデータ上の位置情報を取得し、記憶する。次回、そのＤＴＶ受
像機２０から当該映像ストリームデータの再生再開が要求されたときに、記憶された時間
情報に基づき映像ストリームデータの再生を開始する。
【００８０】
　以上説明したように、この発明によれば、受像機において映像サーバから送信された映
像ストリームによる映像を視聴中に入力を他の入力に切り換えた際に、受像機側から映像
サーバに対して映像ストリームデータの再生を一時停止するように要求すると共に、入力
を再び当該映像ストリームデータに戻したときに、前回再生が一時停止された位置から当
該映像ストリームデータを再生するように映像サーバに対して要求している。そのため、
受像機側でハードディスクドライブなどの映像データの蓄積手段を持たなくても、映像サ
ーバから送信される映像ストリームの前回停止位置からの再生再開が可能となる。
【００８１】
　また、この発明の実施の第２の形態によれば、受像機において過去に受信した映像スト
リームデータの履歴が当該映像ストリームデータの一時停止位置情報と共に記憶されてお
り、チャンネル切り換え操作により履歴に記憶された映像ストリームデータを、前回再生
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停止した位置から再生するように映像サーバに要求するようにしている。そのため、ユー
ザは、恰も通常のテレビジョン放送のチャンネルを切り換える感覚で映像ストリームデー
タを切り換えて視聴することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】この発明の実施の一形態によるストリーム配信システムの一例の構成を概略的に
示す略線図である。
【図２】この発明の実施の第１の形態によるＤＴＶ受像機の一例の構成を示す略線図であ
る。
【図３】この発明の実施の第１の形態によるストリーム配信システムの動作を説明するた
めのフローチャートである。
【図４】ＤＴＶ受像機から映像サーバに対してストリームの送信の一時停止を要求する一
例の処理を概略的に示すシーケンスチャートである。
【図５】ＤＴＶ受像機から映像サーバに対してストリーム配信の開始を要求する一例の処
理を概略的に示すシーケンスチャートである。
【図６】この発明の実施の第２の形態を説明するためのブロック図である。
【図７】履歴表の一例の構成を示す略線図である。
【図８】この発明の実施の第２の形態による履歴表を用いた動作について説明するための
ブロック図である。
【図９】この発明の実施の第２の形態による処理を概略的に示すシーケンスチャートであ
る。
【図１０】従来技術によるハードディスクドライブを内蔵したＤＴＶ受像機を用いたシス
テムを説明するための略線図である。
【符号の説明】
【００８３】
１０　映像サーバ
１２　インターネット
２０　ＤＴＶ受像機
２１　リモートコントロールコマンダ
２３　選局制御マイコン
２４　ＡＶスイッチ
２５　ストリームプレーヤ
２６　ストリームデコーダ
２７　送受信制御部
３２　メモリ
５０　履歴表
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